
 

 「第 26回萩原朔太郎賞受賞者展 接吻・中本道代」を開催します 

 

 

第 26回萩原朔太郎賞受賞者・中本道代さんの業績を顕彰し、受賞者展を開催。第 7作目

の詩集となる朔太郎賞受賞作『接吻』を中心として、中本さん自身の「詩のレンズ」を通

してみた世界や、磨き抜かれた言葉により構築された詩の世界を様々な展示により紹介し

ます。今回の展示は、前橋文学館初の「耳で読む展示」です。 

 

１ 日時・会場  

(1) 日時：2月 2日（土）～4月 14日（日）午前 9時～午後 5時（水曜休館） 

(2) 会場：前橋文学館・2階展示室 

 

２ 観覧料 

常設展と併せて一般 400円、高校生以下無料 

※初日の 2月 2日(土)・記念イベント開催日の 2月 23日(土)・3月 23日(土)は無料 

 

３ 内容のあらまし 

(1）展示品（約 100点） 

詩作に使われたスケッチブック、詩集、同人誌、愛読書、愛蔵品など 

 (2) 耳で読む詩集 

中本さんの第一詩集から受賞詩集『接吻』までをイメージした特大詩集から、耳を 

あてると中本さんの朗読が流れ、詩を鑑賞してもらう。 

 (3) 映像による詩 

   群馬大学演劇部員による朗読と中本さんの写真等から構成された詩の映像を壁面

や床面、モニターにより鑑賞してもらう。 

(4) サテライト展示 

  東和銀行（2/12～2/22）、前橋プラザ元気 21（中央公民館）ホワイエ（2/25～3/8）、 

市役所１階市民ロビー（3/11～3/22） 

 

４ 関連イベント（定員は各 100名） 

(1) ポエムリーディング 2月 23日（土）午後 2時～3時 30分 前橋文学館ホール 

   出演者：萩原朔美館長、礒干彩香（あかぎ団）、共愛学園高校放送委員会など 

(2) トークセッション   3月 23日（土）午後 1時 30分～4時 前橋文学館ホール 

第一部講演「『植物の時間』とは何か」：三浦雅士(文芸評論家) 

第二部対談「『接吻』まで」：吉田文憲（詩人）×中本道代 

 

 

担 当 前橋文学館 

                                               電 話 027-235-8011 

資料 ２ 


